
IV. 機構。職員。予算。記録

1. 機 構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部に大別される．

研究部は，運営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究室から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類

した尊門分野表は 1ページ「活動の概要」の項に掲げたとおりである．

本所の重要事項は教授総会で決議する．教授総会は教授• 助教授によって組織され，毎

月 1回定期に開催している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回行なわ

れる．

そのほかに所員がそれぞれの専門的立場から組織する各種委員会，運営関係を担当する

諸委員会がある．これらは各部から選出する教授• 助教授または講師が委員となって構成

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと所長委嘱によるものとがある．その

種類は次ページB.機構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい．
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B. 機構図
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部

ー計測技術間発センターーセンター長

ー事務部ー事務，iii長l耗務製長［ニロニ：:: 二：二:: 
ili }i----j 経理諜長一諜長補佐（司計掛，研究協力掛，給り）l 

掛，出納掛，用度掛，施設掛 ： 

千莱実験所一所長ー事務室

式作工場丁:~: I 
這子計靱機室ー室長一室長補佐［； 作 班

←事務班—_____________________,.: 

（特別研究審議委員会・エ作委員会

i図内委員会・写真委具会・出版委員会

常t置運常関係委員会1営繕委員会・千莱実験所管理運常委員会
厚生委員会・講習会委員会・電子計鐸機委員会

放射性同位元索委員会・試験溶鉱炉委員会

l津波高潮実験施設運営委員会

臨時委員会一1（将来計画委員会・建築計画委員会・記念行事委員会

直時事栗委員会・改革委員会（教官）・奨励会委員会・等
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2. 職員

A. 現員表 (49. 4. 1現在）

a. 職種別職員数

区分 1教授 i助教授 i講師 I助手 I技官ー事務官 I技能員 1用務員I合計

43 43 7 84 162 101 9 13 462 

職員数 *7 I *7 

＊印併任

b. 諸系統別載員数

区分I 研 究 系 統 i事務系統I技術系紘I 技能労務系統 Iその他I,,._ロ ： 

職 教助講研，研助技 事 技 技事技用 日

種 教 Jq担t, し 九がコ 計務計 計 務能務計雇計

別 授 授師当員手官 官 官 官官員員 者 計

贈旦£ 4* 7 3 43 7 8 5 1 8 4 18 2*5 4 7 9 4 9 4 115 115 29 7 9 13 58 9 9 53*0 7 

＊印併任

B. 職員名簿

官職

教 授

II 

II 

II 

II 

,, 

併任教授

‘’ 
助教授
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研 究 部

（教授• 助教授（併任を含む）・講師・研究担当・研究員・助手まで）

第 1 部

氏 名 I学位 II 官職ー1氏 名 ［学位

大井光四郎 田村 重四郎 工 博

鳥飼安生 理博” 本間禎一 // 

山田嘉昭 工博 中桐 滋 " 
北 川 英 夫 小倉磐夫 理 博

小瀬輝次 ” ”  岡 田恒男 工 博

成瀬文雄 理博” 鈴木敬愛 理 博

辻 泰 II II 菊田裡志 II 

森 大吉郎 工博講師 横内康人 工 博

富 永 五 郎 理博 II 渡辺勝彦 II 

根岸勝 雄 ” 研究員 斎藤弘義 II 



研究員

助手

" 

教授

fヽ

II 

併任教授

II 

助教授

II 

” 
講 師

研究担当

” 
” 

研究員

II 

鈴

鈴

藤

山

輪

加

小

片

手

”
 

助

…
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博木

木

森

沢

竹

藤

倉

岡

尚

道

努

哉

信

一

惇

行

雄

夫

平

次

平

洪

雄

雄

大

郎

一

弘

郎

明

太

市

照

道

節

周

献

泰

錫

貞

文

正

震

英

政

清

善

泰

達

和

本

山

味

村

岡

谷

口

田

田

林

田

木

口
桓

蒜

一

進

也

彦

智

彦

一

林

田

石

田

畑

本

藤

田

山

生

杉

平

五

木

松

梅

山

前

黒

小

合

荒

小

徐

岩

原

川

塩

小

森

小

萩

立

重

小

岡

遠

永

西

一

学

明

雄

雄

夫

久

史

平

夫

彦

雄

久

威

敏

睛

隆

隆

浩

良

元

常

英

宮

木

尾

理

町

永

島

原

栢

田

井

宮

村

藤

沢

野

内

田

川

林

識

沢

田

木

藤

野

谷

池

田

吹

鈴

平

亘

水

松

大

石

高

柴

川

田

植

佐

棚

大

木

前

中

小

吉

増

藤

鈴

安

伯

染

菊

井

矢

臣

文

雄

雄

郎

行

達

郎

三

武

寛

聰

宮

千

勝

公

邦

弘

収

厚

生

久

郎

男

伯

碧

彦

真

義

芳

郎

次

長

正

康

智

幸

忠

一

夫

豊

工

工

工

第

博

’’ 

博

研究員

II 

” 
助手

" 

地

本

野

田

木
保

森

松

芳

久

高

関

小

林

畑

冶

嶋

暉

男

彦

弘

郎

郎

典

志

太

重

年

俊

敏

堅

松

正

隆

直

浩

陽

敏

真

正

工

工

工

修

博

修
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工 修
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部

工 博

II 

工博

II 

II 

元

工博

II 
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助手

II 

教 授

” 

‘’ 
HH壬孝文l受
助教授

II 

” 
講師

”（兼務）

研究担当

研究員

教 授

II 

” 

II 

栂

谷

口

谷

高

高

古

江

藤

阿

部

田

谷

生

谷

斎

渡

尾

安

浜

河

山

野

安

高

藤

高

原

生

浜

榊

長

藤

石

麻

藤

辺

上

逹

崎

村

口

村

田

羽

井

木

島

駒

田

添

川

硲
野

加

野

山

中

武

今

館

河

西

熊

伸

国

純

義

松

成

裕

長

忠

正

武

亦

義

林

野

岡

賀

池

晃

貴

弘

信

男

文

勝

夫

夫

二

雄

雄

也

彦

雄

雄

雄

明

喬

之

望

子

久

雄

守

芳

襄

逹

楠

民

靖

禎

陽

幹

文

俊

藤

崎

辺

村

藻

岡

夫

弘

郎

夫

一

稔

充

朗

一

従

太邦

梢

工

工

手

”
 

助

修

博

博

博

博

第

”
 

工

理

工

Ph. D 

工博

第
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研究員

II 

” 
助手

” 

4
 

部

部

工 博教授（兼務）

” 併任教授

助教授

／／ 

小

天

福

佐

小

吉

川

山

野

伊

藤

福

岡

山

横

横

田

稲

北

市

栗

座

市

谷

滝

早

浅

原

明

本

妹

石

高

白

鈴

田

橋

本

坂

藤

田

田

田

田

山

田

代

葉

条

川

原

間

川

口

本

野

原

石

多

尾

田

橋

石

木

幹夫

富男

新五郎

徹雄

典夫

ハ介泉

卓

康

俊

一

猛

真

雄

彦

献

明

男

章

嗣

丸

助

博

之

三

博

幸

和

文

―

男

子

之

男

勝

之

紀

準

初

由

知

勝

忠

英

茂

照

善四郎

和夫

健

洋

振

基

夫

工修

” 
工博

工博

II 

工 博

工 博

” 

工 修

工 博

II 

” 

学
一

浩

作

之

’’ 
理 博

Sc. D 
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工博

” 
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助教授

” 
講師

研究担当

II 

” 
研究員
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郎
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祝
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郎
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郎

郎
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毅
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三
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重
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周
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田

藤

上

山

川

利

島

塚

瀬

田

中

川

井

智

井

野

尾

谷

長

佐

井

杉

長

甘

盟

石

木

飯

堤

田

小

高

明

安

桑

七

蔵

藤

和

乙

雄

丸

健

子

洋

司

則

世衣

一

夫

揚

男

良

郎

治

明

至

二

武

喜

隆

秀

武

和

貞

昭

信

消

芳

昭

暢

利

裕

恒

邦

道

知

成

秀

孝

辿

工

理

工
II 

修

博

博

博

博

”
 

理

工

工

工

工

修

博

博

洋

作

史

彦

信

徳

應

一

良

好

喜

茂

芳

彦

治

彦

雄

明

仁

徳

行

樹

泉

夫

瀬

下

本

浜

井

村

村

多

藤

藤

谷

信

川

尾

山

林田

成

木

阪

大

臼

今

田

本

佐

伊

半

重

宇

寺

外

大

橘

大

斎

田

保

辺

口

中

井

木

松

林

股

一

司

治

雄

和

三

裕

宏

井

山

安

上

橋

見

谷治

勝

久

池

井

田

石

三

村

小

川

越

高

原

村

片

丸

村

高

田

角

理 博

” 
工博

ff 

工 修

II 

博

修

”
 

工
工

工
工

博

修

博

修

”

”

 

工
工
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センター長
（教授） I 早 野 茂 夫

計測技術開発センター

工博 I助 手 藤 平 正
ャヽム

追 工 博

所長
（生研所長兼務）I

工場長（兼務）［
（教授） i 

I 

室長代行（兼務）
（教授） I 

室長補佐（講師）l
I 

長

長

任

長

長

長

長

長

長

長

長

長
掛

掛

掛

部

課

主

掛

掛

掛

掛

掛

掛

務

務

務業

業

業

務

務

務

務

事

生

版

書

真

部

部

部1

2

3

 

事

総

庶

庶

人

厚

出

図

写

第

第

第

鈴

平

柴

蘇

木

尾

事

田

杉

浅

加

佐

石

水

池

安

遠

鈴

，

福

田

田 長

弘

収

碧

子

千葉実験所

Iエ博 II 事務掛長（併）
. (経理課課長補佐）

試

工

作工場

博［助手
I ,, 
I 

鶴

関

古

手 田

屋

盟

七

中

浦

見

藤

藤

田

野

田

田

藤

木

島

電子計算機室

工博助

Ph. D 

一

正

春

助

整

郎

明

雄

平

譲

昂

雄

之

太

源

勝

高

滅

菫

睛

哲

良

菫

第 4部業務掛長

第 5部業務掛長

経理課長

経理課課長補佐

司計掛長

研究協力掛長

給与掛長

出 納 掛 長

用度掛長

施設掛長

千葉実験所
事務掛長（併）

山而
9
寸

岡 為 彦

郎

正 久 理 修

務 部（事務系役付戦員まで）

吉

吉

滝

鶴

飯

北

佐

島

佐

石

鶴

永

永

沢

岡

塚

村

川

村

藤

井

岡

帷

司

文

吾

彦

雄

夫

茂

吉

稔

郎

忠

博

章

為

岩

武

為 彦

官 職 氏
年名

間 異 動

発令年月日

助

教

講

助

手

授

師

手

技官

教務系技官

助手（工学部）
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則

之

夫

満

光

豊

勝

彦

至

野

野

蔵

子

口

田

井

豊

榊

早

井

大

金

谷

山

安

島 喜

裕

茂

博

明

忠

文

48. 

48. 

48. 

48. 

48. 

48. 

4i 

2

1

1

1

1

 

1

3

 ．
．
．
．
 

4

7

8

7

8

 

”
 

復戦

助教授採用
付属計測技術I謁発センタ
ー長に併任
助教授昇任

t;/li侃i昇、任

辞職

助手配置換

助手昇任

助手配隠換



教

助

教

授

手

授

手

官

官

手

授

手

技系

教
務

助

技

教

助

助

助

助

講

助

助

教

助 教

手

師

手

授

授

手

C. 名誉

故井口常雄，

故岡宗次郎，

福田義民，

岡本舜三，

3. 

A. 

決算

安

山

野
羽

丸

烏

早

塚

池

野

野

窟

柄

蔵

田

田

木

塚

松

平

色

島

子

田

辺

尾

藤

野

篠

小

桑

芳

熊

鋤

大

山

闘

荒

篠

村

藤

一

大

金

藤

渡

七

斉

教授

瀬藤象二，

故渡辺 要，

坪井善勝，

江上一郎，

と予算

昭和47年度歳出決算額

金額

1,347,050,436円

818,511,424 

468,820,012 

320,823,825 

121, 470, 400 

160,741,000 

総額

戦 員 給 与

校毀

研究部経 費

各部研究費

特別研究費

隆

茂

則

典

芳

俊

じ、F

孝

和

満

夫

子

夫

彦

従

則

泉

彦

雄

郎

子

郎

道

文

市

臣

史

彦

進

夫

一

次

文

良

甚

則

貞

正

貞

太

幸

隆

勝

故友田

福田

菊池

星埜

48. 

48. 

9

1
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9

0

 
ー

”
 8
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4

4
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48. 

49. 

49. 

49. 

49. 

49. 

宜孝，

武雄，

真一，

和，

8. 

/I 

9. 16 

2

.

5

1

6

 

1

1

1

 

．
．
．
．
．
 

2

1

1

3

3
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工学部配骰換，本所併任

工学部配岡換

付屈計測技術開発センタ
ー配箇換

II 

4. ー

谷

高橋

星野

森脇

” 
助手配骰換

助手昇任

複職

教授昇任

助教授昇任

助手採用

辞職

宇宙研配[i'i:換

辞職

休戦

教授昇任

助手採用

停年退職

辞職

” 
助教授採用

講師採用

助手採用

II 

安生，

武雄，

昌ー，

義雄，

比率

100. 0% 

60. 76 

34.80 

23.83 

9. 01 

11. 92 

星合正治

永井芳男

関野 克

沢井善三郎

比 率

100. 0% 

68.43 

25.91 

34.29 
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特殊装置運転経費 19,896,200 

電子計算機迎入経費 4,069,000 

その他 14,647,225 

管理巡営賢 134,497, 187 

光 熱 水 料 19,240,356 

通信毀 14,024,654 

消掃毀 2,940,000 

自動車管理費 2,469,026 

暖冷房運転経毀 3,288,096 

会議費 1,380,016 

庁舎営繕費 3,787,000 

図l 礼『翌t 11, 364, 550 

出版毀 8,900,829 

写真室運営費 119,996 

厚 生 経 費 1,095,040 

試作工場運営費 2,499,996 

電子計算機室運営費 2,121,000 

実険所運営喪 8,000,000 

事務経費（含賃金） 11,447,561 

臨時経費 41,819,067 

闘J 斎勺 容月 13,499,000 

電子計罪機借糾 10,114,000 

各託研究四 25,686,000 

受託研究員賢

受所修繕

施 設整備賢

識員旅喪

受託研究旅毀

諸謝金

4,990,000 

8,620,000 

500,000 

7,379,000 

2,300,000 

130,000 

B. 昭和48年度歳出予算額

総額

職具袷与

校費
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研究部経費

各部研究費

金額

1,547,403,797円

961,048,000 

481,571,797 

322,192,416 

137,980,320 

1. 45 

0.30 

1. 15 

9.97 

1. 43 

1. 04 

0.22 

0. 18 

0.24 

o. 10 

0.28 

0.84 

0.66 

0.01 

0.08 

o. 18 

0. 16 

0. 59 

0.85 

3. 11 

1. 00 

0. 75 

1. 91 

0.37 

0.64 

0.04 

0.55 

0. 17 

0.01 

比率

100. 0% 

62.11 

31. 12 

20.82 

8.92 

4.24 

0.87 

3. 12 

28.69 

4.10 

2.99 

0.63 

0. 53 

0.70 

0.29 

0.81 

2.42 

1. 90 

0.03 

0.23 

0.53 

0.45 

1. 71 

2.44 

8.93 

2.88 

比率

100. 0% 

66.90 

28.65 



特別研究費

特殊装四運転経費

その他

管理運営毀

うじ 甕心 Jj( ; 未斗

通信費

清掃費

自勁車管理費

会議費

庁舎営繕費

図書費

出版費

写真室運営喪

厚生経費

試作工場運営費

電子計算機室運営費

計測技術開発センター連営費

実験所運営費

事務経費（合賃金）

臨時経費

鉗J 靡勺 裔月

電子計冥機借料

受託研究費

受託研究員費

各 所 修 繕

職 員 旅 費

受託研究旅費

諸謝金

147,890,000 

21,195,800 

15,126,296 

143,680,381 

19,440,000 

14,910,000 

2,940,000 

2,686,000 

5,092,039 

1,400,000 

4,540,000 

11,430,000 

8,846,350 

168,000 

1,262,000 

6,256,500 

2,618,000 

1,000,000 

8,100,000 

12,252,750 

40,675,542 

15,699,000 

60,684,000 

22,660,000 

5,650,000 

4,700,000 

8,875,000 

2,070,000 

145,000 

9.56 

1.36 

0.98 

9.29 

1. 28 

0.96 

0. 19 

0. 17 

0.33 

0.09 

0.29 

0.74 

0.57 

0. 01 

0.08 

0.41 

o. 17 

0.06 

0.52 

0.79 

2.63 

1. 01 

3.92 

1.47 

0.31 

0.30 

0.57 

0.13 

0.01 

30. 71 

4.40 

3. 14 

29.84 

4.05 

3. 11 

0.61 

0. 56 

1. 06 

0.29 

0.94 

2.37 

1.84 

0.03 

0.26 

1.30 

0.54 

0.21 

1.68 

2.54 

8.45 

3.26 

C. 文部省科学研究費関係（昭和 48年度）

奨

総

試

特

公
~

も爪・

研

研

研

研

研

額

般

励

合

験

定

究

究

究

究

究

142,850,000 

108,230,000 

1,930,000 

5,400,000 

16,250,000 

11,040,000 
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D. その他の研究費（昭和 48年度）

総額

文部省科学研究毀分担金

奨学交付金

84,384,850 

3,242,600 

81,142,250 

B+C+D 1,774,638,647 

●,'Iいl,11~、"""
研究所毀

B 

/!i 

科学研究毀
C 

I I 

その他の研究費
D 

4. 

A. 

昭和 48年度のおもな記録

教授総会開催日表

I 4. rn, 5. 26, s. 20, 1. 1s, 9. 19, 10. 11, 11. 21, 12. 19, 49. 1. 23, 2. 20, 3. 20. 

B. 各種委員会開催日表

ì
' 

会員委務常

委員会名 開 催 日 （臨）は臨時開催日

講習会委員会

記念行事委員会

委員会
官）

委員会

出版委員会

写真委員会

J享生委員会

営繕委員会
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4. 4, 18, 5. 2, 16, 6. 6, 20, 7. 4, 18, 9. 5, 19, 10. 3, 17, 11. 7, 21, 

12. 5, 19, 49. 1. 9, 23, 2. 6, 20, 3. 6, 20, 

5. 2, 6. 6, 7. 4, 9. 12, 12. 19, 49. 1. 23, 2. 20, 

3. 26, 5. 23, 49. 2, 13, 3. 7, 25 

11. 12, 26, 12. 17, 

5. 9, 6. 20, 7. 27, 9. 12, 11. 14, 12. 12, 49. 1. 23, 2. 27, 3. 27, 

4. 18, 5. 23, 6. 27, 7. 4(臨）， 25,8. 1(臨）， 9.12, 10. 24, 11. 28, 12. 

19, 49. 1. 23, 2. 27, 3. 6(臨）， 20,

5. 15, 11. 16, 49. 1. 23, 3. 13, 

5. 24, 6. 14, 49. 3. 19, 

5. 23, 5. 28, 1 o. 17, 11. 21, 49. 3. 13 



工作委員会 I4. 2s, 6. 12, 1. 4, 9. 6, 11. 27, 12. 1s, 49. 2. 1, 3. 6 
叶, KO. ご記

5. 23, 9. 14, 49. 3. 13, 

機

会

炉

会

邸

鉱

計

員

溶

員

子

験

電

委

試

委

4. 25, 6. 13, 9. 27, 12. 17, 49. 1. 16, 2. 13 

4. 11, 5. 14, 19, 23, 6. 6, 13, 7. 25, 9. 5, 28, 10. 31, 11. 28, 12. 19, 

49. 1. 9, 2. 6, 3. 6, 

5. 9, 8. 2, 49. 1. 25, 

C. 輪 講

会

通し回数！ 題 目 I 講 演 者 開催年月日

423 旭ク球資源探査衛星による環境のリモートセンシン 教授丸安隆和 48. 4.18 

424 性きわめて平の応行用度の翡いX線束を得る方法とその物 助教授菊田捏志 48. 5. 16 
研究へ

425 放電加工の現象と制御 助教授増沢隆久 48. 6. 20 

426 自勁車の自動操縦の話 助教授原島文雄 48. 7. 18 

427 佼入型固溶体の構造 助教授井野博満 48. 9. 19 

428 住海周居集合にお調け査る空間ら）的なしきいについて（地中 助教授原 広司 48.10. 17 
辺の集落 か

429 塑性変型した Siの熱伝忠 助教授鈴木敬愛 48. 11. 21 

430 自動車用低公害原動機の研究 教授平尾 収 48. 12. 19 

431 マイクロ波半等体デバイス 助教授生駒俊明 49. 1. 23 

432 耐熱性高分子 助教授白石振作 49. 2.20 

D. 研究所 公 開

研 グ
Jし 題 目

(5月29日-30日下記の研究室を公開）

研究担当者

第 1 部

超音波ホログラフィー

ホログラフィーの応用

X線回折顕微法による金属組織の研究

ひずみ計に関する研究

ゼラチン校型による地盤内の波動伝播の研究

オージエ電子分光

き裂の成長と破壊（破壊力学）

粘弾性体の力学モデル特性値の決定

モアレ法による微小ひずみの測定

第 2 部

自勁車試験台による人動車の特性研究

ガスタービンの研究

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

助

教

助

教

助

教

助

教

.

.

.

 

』

●

根岸勝雄

一色貞文
本間禎一

大井光四郎

田村煎四郎

辻泰

北川英夫

山田嘉昭

教 授 平 尾

｛教授
助教授

収
生
夫

44

長
睛

1



板材圧延におけるエッジドロップの研究

投棄式波浪計ならびに実験計測のデータ処理システムについて

サーボ機構

＊有限要素法による工学への応用

｛板材矯正に関する研究

半溶融金屈の塑性加工

V曲げにおける CounterPressureの効果

第 3 部

｛レーザのエレクトロニクスヘの応用

三次元画像情報削減

＊自動車交通流のシミュレーション

小形計雰機を端夫とするオンラインシステム

両像情報処理

エレクトロメカニカル機能部品

｛ファクシミリ伝送方式

周波数拡散ランダムアクセス適信方式

AE (アコースティック・エミッション）椋定システム

MOS FETの酸化膜ー半等休界而

＊モデル電送線によるサージ特性の解析

サイリスタ無整流子電動機の研究

第 4 部

透過電顕法による金属組殺の研究

回転リングーディスク電極の研究

キャビラリーエレクトロメーターの試作

粉体の表而化学梢造の研究

ねじれ振動子型超音波レオメータ

活性炭による水処理の研究

ウィスカーの製造とその特性について

アイソトープの工業利用の研究

＊光崩壊性高分子

第 5 部

住居集合の形態

住宅実験

＊交通信号の計舘機制御の実験

＊交通窪音に関する校型実験

建物周辺気流ならびに建物内部の気流

ERTSからとった宇宙写真

薬液注入最近の話題

プラスチックスコンクリート

＊繰返し荷重をうける鋼部材の挙勁

弘

伯

明

郎

彦

弘

学

雄

幸

久

次

忠

威

康

木

橋

田

島

井

木

内

川

鈴

高

前

大

川

鈴

木

中

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

助

教

教

助

’

u
~

…
…
し
•
~
ヽ

授

授”
教

教

助

↓

.

.

 

授
授教

教
助

．
．
、
．
．
、

楠雄

闘
教授河村逹雄

助教授原島文雄

助教授石田洋一

本多健一

教授早野茂夫

助教授高橋 浩

教授中村亦夫

｛教授河添邦太朗
助教授鈴木基之

教授餡 充

加藤正夫

助教授妹尾 学

助教授原 広司

教授池辺 附

助教授越 正毅

教授石井聖光

｛教授
講師

｛教授（併）丸安隆和
助教授村井俊治

教授三木五三郎

助教授小林一輔

｛教授田中 尚
助教授高梨晃一
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＊耐霞ダンバーの研究

共同

O耐震構造ーマトリックス法の応用

研究担当者：助教授 田村重四郎，助教授岡田恒男，教授柴田恐，

助教授•佐藤壽芳，教授川井忠彦，請師鈴木浩平，教授久保農三

郎，教授田中尚，助教授川股童也，助教授高梨晃ー，助教授片

山恒雄

千葉実験所

試作工均

＊印は臨時事業関係

助教授川股璽也

耐震構造研究センタ
ー有限要索法研究グ
ループ

講演

自動車用ガスクービンについて

建築の耐震

E. 日譜

昭和西屈 月日

教授水町長生 5月29日

田中 尚 5月30日

行 -'+ 
甘

48 1973 4. 1 計測技術聞発センター設設される

4. 20 第19回臨時事業研究発表会，テーマ「耐震ダンパーの実験結呆と制晨機構の可

能性」

5.11 昭和48年度会計実地検査実施

5. 25 第20回臨時事業研究発表会，テーマ「交通信号制御の改善効果」

5. 29-30 研究所公開，研究室公開および講演・映両会開催

6. 27-29 第11回生研講習会閲催テーマ「制御技術の却礎と応用」

6. 29 第21回臨時事業研究発表会，テーマ「アメリカにおける公害とその対策の現況」

7.27 第22回臨時事業研究発表会，テーマ「沈嬰トンネルの耐震性」

9.26 本所迎勁会（主催，弥生会）検見川連勁場で開催

9.28 韓国重化学工業分野教授団 19名来所見学

10. 4 中国電子デバイス視察団9名来所見学

10. 24-26 第 12回生研講習会に共賛，テーマ「第 2回マトリクス法の応用」

10. 26 第23回臨時事業研究発表会，テーマ「交通制御方式の検討を目的とした自勁車

交通流のシミュレーション」

11. 9 英国ロンドン王立協会訪日代表団 2名来所見学

11.12 千葉県機械金属試験場職員 14名来所見学

11. 21 瀬藤象二名狩教授の文化煎章受章祝賀パーティーを葵会誼で開催

11. 30 第24回底時事業研究発表会，テーマ「底水の高度処理に関する調査ならびに研

究」

12. 21 第25回臨時事業研究発表会，テーマ「配菅系の強度とその周辺の研究」

49 1974 1. 25 第26回臨時事業研究発表会，テーマ「交通謡音について」

2. 2 訪日ソ連イオン交換樹脂代表団4名来所見学

2.28 第27回臨時事業研究発表会，テーマ「プラスチックの接触分解の研究」

3. 27 退官記念特別講演会が開催された．第 1部一色貞文教授題目「X線応力測定

とX線透過試験」
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